
〔

仏

関

説
〕

駿

河

の

本

旗

領

一、

佐

々

木

清

治

は

じ

め

に

旗
本
は
江
百
時
代
将
軍
直
震
の
家
臣
今
一
指
す
の
で
、

と
れ
を
英
訳
す
る
念
ら

i:f 

『

5
2
昂

《

ご

匙

再

令

〈

h
-
Z
ぷ

R

町一

Z
『

Z

Z

3

同
=
=
ム
」
い
う
と
と
だ
左
る
。

そ
の
数
会
よ
そ
五
千
人
、
ナ
、
体
一
万
石
未
満
一
日
石
内
外
以
上
の
知
行
が
与
え
ら

れ
た
。

そ
の
知
行
に
ほ
蔵
米
地
行
こ
地
方
走
行
と
の
二
線
式
が
車
り
、
前
者
は

幕
府
か
ム
一
成
米
J
f
こ
与
え
ム
計
三
宮
古
紙
米
取
で
込
町
、
後
者
は
そ
の
俸
禄
に
相
当
す

る
石
古
問
。
ド
ト
リ
々
を
定
一
行
子
一
〔
¥
寸
士
十
一
二
つ
土
!
宅
J

竺
与
え
ら
一
よ
だ
佐
行
取
で
あ
っ

て
、
察
本
五
イ
十
人
の
三

J
K

気
行
一
一
去
に
三
エ
人
、

ぞ
の
知
一
行
一
町
一
が
歴
史
た
芝
的
研

漂
い
の
場
合
、

rvA家
二
左
目
〔
:
三
L
4
J
F
-

る。

気
志
知
行
時
〔
)

r

」
日
一
口
古
同
二
六
へ
¥
一
方
一
七
に
、

F-一匹
河
・
遠
江
・
三
河
を
ど
の
東
海

地
方
や
大
夜
間
辺
「
一
【
土
門
ぃ
5

」
て
い
る
か
、
主
J

h

三一口
t
L
z

よ
り
武
蔵
・
相
模
・
上

h
p

杭
・
下
絵
を
ど
の
諸
国
に
冬
¥
左
J

在
し
て
い
た
c

と
の
よ
う
に
震
玄
領
の
全
一
回

的
分
布
か
ら
み
て
主
、
同
社
‘
羽
川
は
按
玄
領
最
冬
地
域
の
一
角
だ
日
付
計
れ
て
い
る
c

し
i

か
も
石
高
の
大
き
円
一
上
級
緊

T
f慢
の
采
地
が
多
い
こ
と
ヰ
一
つ
の
特
色
で
あ

り
、
し
た
が
ゥ
て
多
く
の
随
7

田
区
ー
も
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
上
級
旗
本
で
あ

れ
ば
と
そ
独
立
し
て
系
地
内
だ
定
i
E
J
T
置
い
て
支
配
権
を
行
使
で
昔
、
ξ
C
で
あ

る
が
、
小
禄
の
旗
本
は
支
配
権
き
幕
府
の
代
宮
だ
ゆ
だ
ね
、
幕
府
の
公
定
し
た

率
陀
も
と
ず
い
て
年
エ
尽
き
徴
集
す
る
形
を
と
旬
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は

式
的
に
は
旗
本
領
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
ふ
よ
一
大
領
と
交
わ
わ
が
士
ー
の
。
駿
河
で

は
、
こ
の
よ
A
F
J
Z
i
r
禄
の
宅
一
一

T
A
D
一
祉
行
一
円
ほ
少
を
J
、
、
、
む
し
ろ
ぞ
の
さ
心
L

ケ
!

ス
ミ

7
え
A

ムr
れ，
E
C

-
F
¥
(
J
-

が，
h
F
一一二

L

て
r
1
7
太
在
宅
岳
町
一
r
J
J
T
」
挙
げ
る
c

こ
の
村
は

手
人
領
ー
と
察
本
(
日
向
左
京
)
出
頭
と
の
棺
絵
に
左
門
戸
て
い
る
が
、

と
と
で
は
一
貫
玄

領
の
村
役
人
が
一
大
領
の
支
配
に
も
当
ぞ
っ
て
凶
た
。

駿
日
間
の
旗
本
領
の
分
布
状
態
を
み
る
と
、
大
#
川
筋
の
士
川
十
円
一
郡
で
は
、
北
部

一
警
が
天
領
で
あ
り
、
下
流
域
は
地
一
元
の
田
中
審
、
近
障
の
務
川
・
積
一
否
両
賀
藩
、

遠
〈
の
葵
一
彦
、
山
一
口
村
藩
・
丹
波
篠
山
藩
・
伊
勢
長
島
穫
の
飛
地
が
魂
牧
に
戸
分
布
す

る
隙
間
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
石
川
・

5
向
筈
九
人
の
旗
友
虻
(
作
所
が
介
在

す
る
。
安
倍
川
流
域
の
安
倍
郡
で
は
、

公
領
の
府
中
(
静
岡
)
を
中
核
F

と
し
て

幕
府
直
轄
地
が
ひ
ろ
が
旬
、
り
て
の
周
辺
部
に
、
曽
我
・
桜
井
・
岡
崎
町
等
一
五
人

の
一
旗
本
采
地
が
群
生
し
て
い
る
。
庵
原
郡
f

ん
は
小
島
藩
領
晶
子
、
領

t
ひ
ろ
が
「

て
い
る
が
、
繁
玄
領
も
密
集
し

曽
根
・
秋
山
・
石
川
等
一
(

L

ヘ
の
寮
T

晶
子
犬
匙

が
あ
る
。
富
士
山
の
西
湾
受
か
ら
富
士
川
流
域
に
か
け
て
ひ
ろ
が
ξ
富
士
誌
で

は
、
平
ヘ
領
と
寺
牡
領
!
こ
を
除
付
J

甲
山
、
残
り
が
す
べ
て
複
本
領
で
る
れ
、
笈
す
也
河
川
一

徒
数
ば
三

O
人
を
越
え
、
駿
「
丸
一
で
ば
旗
本
領
が
最
も
し
集
積
し
て
J

-

£
地
域
z

こ
を

っ
J

、い司
C
C

そ
こ
で
、
旗
本
領
集
積
地
一
貨
の
富
士
郡
を
中
心
に
、
駿
河
の
育
所
友
領
RC
地
域

的
態
様
を
考
察
し
よ
う
と
思
F

「
が

と
の
場
合
の
研
究

E
標
と
し
て

第
一
一
は

下
か
ら
、
被
支
配
者
の
側
か
ら
、
采
地
の
村
々
か
ら
、

土
地
の
サ
イ
ド
か
ら
み

た
旗
本
領
の
特
異
性
、
世
帯
二
は
、

上
か
ら
、
支
配
者
の
側
か
ら
、

旗
本
サ
イ
ド

か
ら
一
投
盛
丸
さ
れ
た
旗
本
領

C
機
能
、

と
の
二
一
回
に
焦
点
を
し
ぼ
で
て
旗
本
領

の
解
明
を
進
め
て
山
〈
と
と
と
す
る
。

形

一、

椙
給
型
旗
本
領

富
士
山
首
一
間
賞
に
ひ
ろ
が
る
富
士
郡
は
察
本
領
の
集
積
地
帯
を
形
成
し
、

多

〈
の
旗
本
領
が
立
山
に
入
り
組
り
ば
か
円
で
な
く
、
り
て
れ
ら
が
重
d

な
わ
合
っ
て
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相
給
{
あ
い
き
申
う
)
形
容
を
念
し
て
い
る
村
が
多
い
。
富
士
郡
誌
工
を
本
と

し
て
棺
給
の
村
々
を
一
ホ
す
と
表

1
の
如
〈
で
、
最
も
多
〈
の
領
主

κよ
っ
て
支

配
さ
れ
て
い
る
の
は
大
中
里
村
(
旧
富
丘
村
大
中
豆
、
現
富
士
市
に
編
入
)
で

六
人
の
旗
本

K
よ
っ
て
分
割
支
配
さ
れ
た
六
給
地
で
あ
り
、
ま
た
松
岡
・
黒
田

-
小
泉
・
青
木
・
上
条
の
五
か
村
は
、
旗
本
領
ば
か
り
で
左
〈
、
天
領
や
寺
社

領
・
藩
領
と
も
梧
給
と
念
っ
た
四
給
地
、
さ
ら

K
三
給
地
が
一
四
か
村
、
二
給

地
が
一
七
か
村
あ
り
、
合
計
す
る
と
三
七
か
村
の
相
給
型
旗
本
領
の
村
々
が
存

在
す
る
。
勿
論
単
給
地
も
数
多
〈
分
布
す
る
が
、
相
給
地
の
多
い

ζ

と
が
富
士

郡
下
の
旗
本
領
の
地
域
的
特
色
で
あ
る
。

こ
の
と
と
は
騒
河
の
旗
本
領
一
般
に

通
ず
る
。

付相
給
形
態
と
左
る
に
は
二
つ
の
方
式
が
あ
る
。

モ
ザ
イ
ク
模
槽
僚
の
栂
拾
の
村

一
つ
は
、

一
村
内
を
領
主
毎

に
A
A
割
す
る
と
と
乏
し
に
、
年
貢
米
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
支
配
高
に
応
じ
て
上
納
す

る
場
合
、
第
こ
に
は
、
土
地
も
農
民
も
支
配
高
に
応
じ
て
分
割
支
配
す
る
場
合

と
〈
に
後
者
の
場
合
、
村
の
地
域
構
造
を
複
雑
左
も
の
に
す
る
。

そ
の
通
例
が
富
士
郡
比
奈
村
で
あ
っ
て
、

と
の
村
は
内
藤
啓
之
允
(
六
七
七

石
七
二
八
)
・
秋
山
』
虎
之
助
(
六
二
九
石
七
回

O
)
・
日
向
小
伝
太
(
二

C
三

石
九
三
五
)
の
三
旗
本
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
三
給
地
で
あ
る
が
、
明
治
初
年

(
A
7
4
 

の
村
絵
図
で
は
比
奈
村
の
名
は
消
え
、
東
・
西
・
中
比
宮
市
村
の
名
が
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
南
北

K
の
び
た
か
つ
て
の
比
奈
村
は
、

ほ
ほ
中
央
を
南
北

K
走
る

一
一
線
に
よ
っ
て
東
比
奈
村
と
西
比
奈
村
と
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
両
村
域
内
に
中

比
奈
村
の
耕
地
が
散
在
し
、

そ
れ
ら
の
飛
地
を
ま
と
め
て
中
比
奈
村
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
比
奈
村
が
東
・
西
・
中
と
三
つ
に
分
割
さ
れ
た
の
は

旧
比
奈
村
が
上
記
三
人
の
旗
本
に
よ
る
相
給
支
配
を
う
け
て
い
た
た
め
で
、

ま
り
東
比
古
木
村
は
察
本
内
干
療
の
采
地
、

西
日
比
古
木
村
は
京
本
秋
山
の
采
地
、

中
比

奈
村
は
旗
本

B
向
の
采
地
r
h
左
っ
て
い
た
た
め
、

か
つ
て
の
比
奈
村
が
三
つ
の

村
に
分
か
れ
る
よ
う
に
念
っ
た
の
で
あ
る
。

富
士
郡
松
本
村
も
亦
通
例
で
、

と
の
村
は

日
向
小
伝
太
(
一
五

O
石
五

六
)
・
高
木
主
水
正
(
七
七
石
七
四
三
)
・
松
平
采
女
(
二
六
石
三
八
四
)
の

三
旗
本
が
介
割
支
配
す
る
三
給
地
で
あ
る
が
、
と
の
村
を
中
心
と
す
る
棺
給
関

(3-

係
の
絵
図
を
み
る
と
、

ζ

の
村
と
地
続
き
の
貫
井
付
近
ま
で
含
め
て
措
か
れ

て
い
る
た
め
、
上
記
三
旗
本
の
外
に
旗
本
内
藤
駒
次
郎
の
采
地
ま
で
入
句
組
ん

で
、
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
錯
園
形
態
を
と
り
、
そ
の
上
、
岩
本
分
と
か
、
平
e

汚一今、

中
島
分
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ら
の
村
々
の
飛
地
も
加
わ
っ
て
、

一
一
層
稜
維
を

療
相
を
呈
す
る
梧
給
地
と
念
っ
て
凶
る
。

口
相
拾
の
村
の
成
因

q
d
 

相
給
の
村
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
、

そ
の
成
立
原
因
は
種
々

あ
る
が
、

と
と
で
は
一
つ
の
ケ

l
ス
と
し
て
志
太
郡
三
輪
村
(
現
岡
部
町
に
編

入
)
を
挙
げ
る
。

と
の
村
の
大
部
分
は
旗
本
石
川
又
四
郎
の
知
行
地
で
あ
る
が
、

村
の
中

κ天
領
が
散
在
す
る
と
凶
う
相
給
の
村
で
あ
る
。

と
の
村
の
片
山
家
は

古
く
か
ら
「
五
十
石
様
一
と
呼
ば
れ
て
い
る
家
柄
で
、

ζ

れ
が
天
領
を
発
生
き

せ
た
務
茅
と
左
る
の
で
あ
る
。

三
輪
村
の
石
高
は
、
寛
永
年
間
(
一
六
二
四

1
四
一
一
一
)
で
四
八

O
石
一
五
八
、

幕
末
期
で
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
左
い
。
と
こ
ろ
で
三
輪
村
取
米
帳
に
よ
る

と
、
元
禄
十
一
年
(
一
六
九
八
)

「
従
是
分
郷
ニ
成
」
と
あ
っ
て
、

二
人
の
領

主
の
支
配
を
受
け
る
と
と
に
念
っ
た
。

こ
と
に
所
謂
五
十
石
療
の
村
が
成
立
し

そ
れ
は
天
領
と
し
て
代
官
の
支
配
を
受
け
て
い
た
。

一
方
、
寛
延
三
年
(

七

三コ

五

O
)
に
三
輪
村
か
ら
島
田
役
所
に
提
出
し
た
「
今
度
御
尋
之
品
々
番
上
帳
」



げ
れ
は
「
三
輪
村
元
禄
元
年
辰
年
分
郷
罷
成
侯
」
と
あ
っ
て
、
三
輪
村
か
ら
別
れ

て
五
十
石
様
の
村
が
成
立
し
た
の
は
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
の
と
と
と
い
う
。

と
の
よ
う
に
分
郷
が
行
な
わ
れ
た
の
が
元
禄
元
年
か
十
一
年
か
、
両
説
が
あ
っ

て
確
定
し
難
い
が
、
一

π禄
十
一
年
は
幕
府
が
大
規
模
な
地
方
直
し
を
実
施
し
て

い
た
か
ら
、
十
一
年
説
を
と
る
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
c

-
と
に
か
く
、
元
禄
期
だ

三
輪
村
は
四
八

O
石
余
の
村
高
ppa
円
五
二
石
七
斗
余
が
分
郷
さ
れ
、
別

σ二一輪

村
を
動
出
し
、
市
村
の
一
日
位
四
軒
が
新
ハ
ガ
村
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
新
円
分
村
は

村
吉
向
も
小
さ
く
、
戸
叡
也
、
僅
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
乏
な
普
通
の
村
と
同
僚
〈
名

主
一
人
を
定
め
て
シ
・
り
、
そ
れ
に
は
代
々
片
山
家
が
当
た
っ
た
e

五
十
石
僚
の
村
の
石
高
五
二
石
七
四
八
ほ
、
百
三
町
五
反
九
畝
一
五
歩
、
活

九
反
九
畝
三
歩
、
合
計
四
町
五
反
八
畝
一
八
歩
を
以
て
成
立
し
、
ま
え
こ
の
耕

(4-

地
の
分
布
を
「
駿
州
志
太
郡
三
輪
村
絵
図
一
に
よ
っ
て
窺
う
と
、
五
十
石
様

の
村
、
す
J

な
わ
ち
天
領
が
三
輪
台
。
中
に
広
P

、
分
散
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ら
回

畑
屋
敷
の
絵
筆
数
は
八
四
筆
で
、

ぞ
の
内
訳
之
、

田
三
四
筆
、
畑
四
六
筆
、
墨

敷
四
筆
で
る
る
。

た
だ
し
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
の
村
鑑
帳
で
ほ
、
家
数
が

一
軒
増
加
し
て
五
軒
と
左
り
、
人
口
ば
二
九
人
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
三
輪
村
は
五
十
石
様
の
村
の
出
現
に
よ
っ
て
、
一
大
領
と
旗
本
領

と
の
相
給
の
村
と
し
て
の
複
雑
念
支
配
が
展
開
し
た
の
で
巻
る
が
、
次
に
椙
給

の
村
で
は
ど
の
よ
う
左
村
落
生
活
が
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

向招
給
の
村
が
提
雑
に
入
的
組
み
支
配
を
受
け
る
と
同
う
こ
と
は
、
直
接
的
だ

相
給
の
村
の
村
落
生
活

は
農
民
の
村
落
牛
一
窄
の
上
に
反
映
し
、
た
と
え
ば
、
天
領
と
旗
本
領
と
が
棺
給

天
領
の
百
姓
は
自
ら
を
公
領
百
姓
と
称
し
、
旗
本
領
の
百

K
Jな
っ
た
村
で
は
、

姓
を
私
領
白
性
と
呼
ん
で
差
別
し
て
い
た
c

ま
た
領
主
層
が
村
落
を
支
配
す
る

主
要
目
標
は
年
貢
米
の
徴
収
で
あ
り
、

そ
の
徴
集
の
仕
方
が
領
主
毎
に
相
違
が

あ
っ
て
農
民
達
に
は
迷
惑
な
と
と
も
あ
っ
た
し
、
ま
た
不
平
も
あ
っ
た
。

と
の
村
は
慶
長
年
間
(
一
五

そ
の
通
例
と
し
て
志
太
郡
笹
島
村
を
挙
げ
る
。

天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
か

九
六

t
一
六
一
回
)
か
p
h
，
長
期
間
天
領
で
あ
り
、

ら
村
域
の
大
部
分
が
繁
本
己
向
左
京
(
鍵
次
郎
・
次
郎
八
郎
と
も
称
す
)
の
采

地
と
土
っ
た
の
で
、

が
で
き
る
c

そ
こ
で
、
ア
ア
パ
領
土
帯
用
本
領
と
の
入
旬
組
ん
だ
相
給
の
村
と
い
う
こ
と

旗
本

B
向
が
こ
の
村
を
支
配
す
る
ま
で
の
経
過
を
み
る

は
じ
め
富
士
郡
久
沢
村
で
五
八
九
石
一
八
五
、

と
、
官
同
一
千
石
の
旗

Z
5
向

ι、

薮
東
都
否
権
路
村
で
四
戸
)
六
石
九
七
七
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、

十寸ぺ明

五
年
富
士
芯
九
回
来
地
を
有
度
郡
東
新
国
・
上
川
原
、
志
太
郡
上
青
白
町
て
労
三

表 2

年貢
徴集率

国担率

畑祖率

草野田租司芸

新1JIHIls巨
平均担率

衛
門
・
味
原
・
佳

aue
に
移
さ
れ
た
ε
こ
の

-
2
に

し
て
佳
由
町
村
の
十
ヘ
部
分
が
旗
本
領
と
左
っ
た
心
で

4 

あ
る
c

佳
島
村
は
、
そ
の
村
官
同
一
四
九
石
二
四
七
二
-dJ

旗
本
日
向
領
一

一
五
石

C
二
八
二
と
十
六
領
三
四
と

一
二
八
八
と
に
分
割
さ
れ
る
と
と

K
Jな
っ
た
相
給

の
村
で
あ
る

相
給

D
村

r
z
t
G
ζ
と
に
よ
円
一

と
の
村
の
農
民
の
生
活
条
件
に
変
化
が
生
じ
た
ι

具
体
的
に
い
え
ば
天
領
と
旗
本
領
と
で
隼
貢
徴
集

率
が
異
在
っ
て
い
る
と
凶
う
こ
と
で
あ
る
』
年
Z

貝

徴
集
率
と
い
っ
て
も
田
・
畑
・
新
田
・
新
惚
で
異

を
る
の
で
、
ぞ
れ
ム
プ
も
考
慮
し
て
比
較
す
『
停
と
表

2
の
如
〈
で

明
ら
か
に
旗
本
臼
向
領
の
各
種
年

貢
率
は
、
天
領
に
比
べ
て
高
率
と
走
っ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
高
率
を
一
ホ
す
の
は
、
旗
本
の
財
政
が
窮
乏
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

年
貢
率
が
高
い
と
い
う
と
と
は
、
そ
れ
だ
け
旗
本
領
に
居
住
す
る
農
民
に
対
す

る
経
済
的
圧
迫
が
は
げ
し
か
っ
た
こ
と
に
走
る
。

周

波

本

領

の

紛

争

相
給
の
村
と
伐
限
ら
な
凶
が
、

一
方
が
旗
本
領
で
あ
り
、
他
方
が
天
領
で
あ

る
、
と
い
う
よ
ろ
に
領
主
支
配
を
異
に
す
る
村
々
の
問
で
は
、
川
除
普
請
に
か

ら
ん
で
、
川
除
紛
争
が
し
ば
し
ば
生
ず
る
。

と
の
よ
う
念
事
実
の
一
つ
、
と
し
て
享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
潤
井
川
沿
母
の

村
々
の
品
に
発
生
し
た
川
除
普
請
に
か
ら
む
紛
争
が
あ
る
。
富
士
郡
を
従
貫
し

て
流
れ
る
潤
#
川
を
侠
ん
で
、

南
母
の
松
本
村
と
長
通
村
と
が
、

そ
の
対
岸
に

あ
る
久
沢
村
を
相
手
取
っ
て
起
ζ

し
た
紛
争
で
あ
る
が
、
当
時
松
本
村
は
、
小

林
文
左
衛
門
代
官
所
・
日
向
靭
負
知
行
所
・
高
木
兵
庫
知
行
所
に
よ
っ
て
支
配

さ
れ
た
相
給
の
村
で
あ
り
、
長
通
村
は
内
藤
采
女
知
行
所
、
久
沢
村
は
日
向
左

京
知
行
所
の
支
配
で
、
共
に
単
絵
地
で
あ
る
。
と
〈

K
留
意
す
べ
き
点
は
、

れ
ら
の
村
々
が
元
禄
十
一
年
(
一
六
九
八
)
ま
で
は
天
領
で
あ
っ
た
、

と
い
う

と
と
で
あ
る
e

ζ

の
川
除
紛
争
の
発
端
は
、
潤
井
川
の
北
俸
に
あ
る
久
沢
村
が
河
川
敷
に
川

除
堤
を
造
成
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
新
田
や
新
林
を
開
発
し
た
た
め
、
河
這
が
変

わ
れ
り
、
洪
水
の
度
毎
に
、
一
南
出
再
の
松
本
・
長
通
商
村
側
聞
の
川
除
堤
を
乗
句
越
え

て
河
水
が
溢
れ
た
り
、
堤
が
切
れ
た
わ
，
し
て
水
害
を
蒙
っ
て
き
た
c

さ
ら
に
新

し
く
蛇
篭
を
並
べ
た
の
で
、
洪
水
の
被
害
は
一
層
甚
だ
し
く
を
っ
た
。
ぞ
れ
故

久
沢
村
で
造
成
し
た
新
し
い
篭
出
し
を
取
消
し
、
新
自
や
新
林
を
取
払
っ
て
、

一
冗
の
河
川
敷
に
復
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
出
た
の
で
ふ
一
る
。

と
れ
は
紛
争
の
直
接
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
}
十
八
銭
か
ら
旗
本

領
へ
の
支
配
者
交
替
の
中
で
、

と
の
問
題
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
ち
「
差
上
申
一
札
之
事
」
の
念
か

κ、

す
念

先
年
御
料
所
之
節
ば
双
方
之
御
代
官
よ
り
吟
味
有
之
障
り
無
き
様
に
普
請
夜

何
付
侯
処
、
御
私
領
に
相
渡
候
以
後
久
沢
村
よ
り
我
俸
に
新
規
篭
出
し
、
又

は
篭
之
間
敷
古
来
よ
り
長
仕
候

と
あ
る
よ
う
に
、

天
領
で
あ
っ
た
雨
明
は
、
川
除
普
請
の
節
、

そ
れ
ぞ
れ
の
代
官

が
調
整
し
た
の
ち
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
支
障
が
左
か
っ
た
。

と
、・p

ろ
が
、
村
の
支
配
が
旗
本
領

K
変
わ
る
と
、
旗
本
間
の
話
し
合
凶
や
調
整
も
左

〈
左
旬
、
放
任
状
態
と
左
旬
、
久
沢
村
は
勝
手
に
篭
出
し
を
し
た
師
、
そ
の
間

敷
を
延
ば
し
た
り
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
c

つ
ま
わ
領
主
支
配
の
憲
様
が
川

除
普
請

κ影
響
を
与
え
て
い
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
の
紛
争
の
結
果

は
、
既
成
事
妻
、
を
認
め
新
田
・
新
林
・
篭
出
し
を
取
払
わ
左
く
て
も
よ
い
と
と

- 5 -

r
h

走
っ
た
。

ζ 

元
禄
十
三
年
{
一
七

O
O
)
に
は
因
子
浦
海
器

K
Jな
ら
ぶ
旗
本
采
地
h
v

村
々

で
潮
除
垣
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
生
じ
た
。
富
士
川
扇
状
地
の
縁
辺
田
子
滞
の
海

浜
に
接
し
て
い
る
村
々
(
前
田
・
鮫
島
・
自
子
・
中
丸
・
柳
島
・
川
成
田
昌
・
宮

島
・
五
貫
車
時
)
を
浜
方
ま
た
は
浜
付
八
か
村
と
い
う
。

そ
の
大
部
分
が
旗
本
領

で
、
相
給
地
も
混
じ
て
い
る
。
五
メ
!
ト
島
等
高
線
が
柳
島
・
川
成
島
'T
憤
匂

-
号
、
五
貴
島
の
北
を
通
り
、

と
の
等
高
線
か
ら
一
向
と
更
は
低
湿
地
e
F
-
4
a

町、

E
 

子
浦
砂
丘
の
内
側
で
且
取
も
低
い
。

乙
の
付
近
の
砂
丘
は
高
〈
念
い
の
で
、
宮
間
波

は
と
れ
を
越
え
る
。

し
た
が
っ
て
潮
除
垣
を
密
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
冗
禄
年

問
問
に
‘
浜
付
の
五
貫
島
(
旗
本
小
笠
原
相
出
資
守
と
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
支
配

の
天
領
と
の
棺
給
地
)
・
川
或
邑
田
(
旗
本
本
郷
庄
三
箆
知
行
所
)
・
中
丸
(
旗

本
監
木
摂
+
人
内
記
位
行
所
)
三
か
村
と
宮
島
村
(
秋
山
寛
之
助
・
杉
務
佳
之
進



両
旗
本
支
配
の
相
給
地
)
と
の
間
に
紛
争
が
起
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
潮
徐
第
一

を
村
の
石
官
岡
山
割
に
す
る
か

一
一
村
限
句
に
す
る
か
で
意
見
の
相
違
が
生
じ
た
た

め
で
あ
一
る
c

と
の
紛
争
は
幕
府
に
ま
で
達
す
る
訴
訟
と
念
り
、

元
禄
十
三
年

(
一
七

O
O
)

裁
決
が
出
先
。
毅
許
状
の
内
容
に
よ
る
と
、
川
或
島
・
五
貫
島
町
・
中
丸
三
か
村

が
訴
え
て
い
る
の
は
、
浜
通
わ
が
本
田
叫
円
で
あ
る
か
ら
一
村
限
り
の
境
界
と
い

う
も
の
は
な
い
の
で
、
潮
除
指
一
を
造
る
に
当
た
っ
て
石
高
割
に
す
べ
き
だ
y

云一

張
し
、

と
れ
に
対
し
て
宮
島
村
の
言
同
分
で
は
、

白
地
先
の
浜
は
一
一
対
怒
り
と

支
配
を
ム
叩
ぜ
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
富
島
村
は
漁
船
を
所
有
し
穂
役
も
勤

め
て
き
た
。

ま
た
吉
田
町
村
分
の
浜
は
土
地
ポ
低
い
の
で
、

係
蔵
米
宇
一
浜
4

-

器官み

置
く
こ
と
が
で
き
念
い
の
で
、
廻
船
か
ら
口
銭
を
取
っ
て
凶
乏
い
。
さ
ら
た
宮

島
村
浜
通
い
り
に
塩
焼
釜
が
六
か
所
あ
っ
て
村
の
共
有
で
製
塩
を
営
ん
で

ρ

た
が

川
成
色
町
・
五
貫
島
・
中
丸
三
か
村
の
者
が
新
た
に
塩
焼
釜
を
造
勺
た
心
で
、
宮

島
村
の
方
は
串
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。

寛
永
年
間
(

一
六
二
回

1
四
三
)
、
古
都
孫
太
夫
ポ
加
向
島
新
田
の
開
発
を
行

左
っ
た
と
在
、
、
浜
付
の
村
は
海
岸
ま
で
一
村
限
り
の
境
界
を
立
て
て
、
一
佐
宝
七

年

一
六
七
九
二
円
割
削
除
。
松
苔
を
植
え
さ
ぜ
た
と
い
う
代
一
口
口
の
書
付
が
あ
る

ζ

と
か
ら
、
富
島
村
の
一
吉
川
介
に
震
が
あ
り
、
問
題
の
潮
除
一
知
一
も
一
村
限
り
で

実
施
ぜ
よ
、
と
い
ち
裁
決
が
下
っ
た
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
川
成
島
・
五
貫
島
・
中
丸
三
か
村
と
富
島
村
と
の
浜

通
り
に
か
か
わ
る
紛
争
泣
、
割
削
除
垣
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
宮
島
村
が
こ
れ
主
で
つ
つ
け
て
き
た
浜
通
り
の
独
占
的
使
用

だ
対
し
て
川
成

a回
全
ど
の
三
か
村
.hv

ぞ
れ
を
排
除
し
4
う
・
と
す
る
考
え
が
務
在

し
て
い
る
。
塩
焼
釜
の
設
置
は
そ
の
現
わ
れ
と
み
ら
れ
る
。

一一、

障
患
を
中
心
と
し
た
旗
本
領
の
機
能

と
れ
ま
で
旗
本
領
を
被
支
配
者
の
村
の
側
刊
か
ら
考
察
し
て
き
た
が
、

次
に
視

角
を
変
え
て
、
支
配
者
す
念
わ
ち
旗
本
の
側
に
立
っ
て
、
そ
の
采
地
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
旗
本
ろ
村
落
支
配
は
陣
屋
を
中
心
と
し
て
行
左
ー
わ
れ
る
の
で
、

薮

河
に
あ
る
主
主
旗
本
態
震
を
挙
げ
て
、
旗
志
采
地
。
分
布
一
や
特
色
の
あ
一
-
G

磯
記

左
ど
だ
っ
h

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

同

長

沢

陣

屋

旗
本
戸
田
鍋
太
郎
の
態
屋
は
富
士
郡
長
沢
新
国
に
あ
る
ι
そ
の
長
沢
新
田
村
は
、
古
/
、

か
ら
あ
る
中
里
村
の
箆
西
の
中
に
凶
〈
つ
も
の
耕
地
を
形
成
l
u
、
4

て
れ
ら
を
ま
と
め
て

つ
の
村
を
形
成
し
た
も
の
で
、
新
田
開
発
が
分
散
酌
に
行
ま
わ
れ
た
た
め
た
、

耕
地

が
飛
散
し
た
の
で
あ
る
c

そ
れ
は
前
記
志
太
都
三
輪
竹
の
中
に
所
謁
五
十
石
様

- 6 

の
い
計
り
が
で
き
た
の
1
F
-

形
状
が
全
〈
類
似
し
て

ρ

るじ

旗
本
戸
田
の
薄
墨
が
中
里

村
の
中
げ
仏
外
散
す
る
長
沢
新
田
に
置
か
れ
#
一
ζ
!
と
ほ
興
味
川
市
川
町
m
u
e

旗
本
戸
田
は
宝
永
七
年
(

一
七
一

C
)
一
二
河
碧
海
ま
か
λ

富
士
誌
に
移
っ
て

以
来
こ
の
地
だ
定
着
し
た
。

そ
の
采
地
一
二
か
付
。
石
高
は
表

3

C
お
く
で
、

総
石
吉
町
二
五
七

O
石
、
外
に
一
一
町
歩
。
森
林
も
争
&
。

r

京
地
の
一
こ
か
村
は

相
給
地
の
多
い
富
士
郡
下
で
は
、
珍
ら
し
〈
モ
単
絵
地
ば
か
μ
l
v

で
る
ゐ
。
ま
品
一

と
の
十
こ
か
村
の
ム
ゲ
布
は
図
ー
に
み
る
よ
う
に
、
吉
原
宿
を
中
七
子
し
、

〆守ー

の

周
辺
に
ひ
ろ
が
る
。

す
左
わ
ち
、
浮
島
沼
の
北
縁
に
開
け
ふ
た
中
里
・
長
沢
新
田

-
東
宗
高
・
西
宗
高
の
村
々
、
富
士
川
の
一
扇
状
地
付
近
K
立
抱
し
た
藤
間
村
の
五
か
村
が
、

旗
本
戸
田
の
采
地
内
に
h
g

け
る
水
田
地
帯
の
村
で
、
察
崎
・
石
井
・
縫
無
ウ
撚

-
間
門
・
一
二
ツ
沢
・
石
坂
・
大
相
聞
の
七
か
一
日
刊
は
受
鷹
山
費
や
富
士
山
め
箆
邸
引
に

立
地
す
る
焔
作
地
帯
の
村
で
あ
る
。
そ
し
て
水
田
地
帯
の
村
々
の
絵
石
一
院
は
四



旗本戸田の采地の村と石高

村 石 高 給 地

単 給地

長沢新国 81 636 ， 
東宗高 461.790 

， 
西宗高 99.721 " 
藤間 1 1 1 340 ， 
閣内 37.608 " 
鵠無ヶ淵 38.006 ， 
石井 8 075 ， 
桑 崎 54 1 62 ， 
三ッ沢 224 667 " 
大 組 3 1 075 ， 
石 坂 103560 " 
言十 2.570.942 

表3九
七
石
で
、
全
采
地
の
二

O
V却
で
あ
る
。

ヘ得①

ー③、

C'i:J根

/FdF/ey' 
....'" -----州".，
をI'--

乙
の
畑
作
地
帯
に
あ
る
七
か
村
を
山

と
の
金
納
が
多
凶
と
と

方
七
か
村
と
称
し
、
年
貢
は
す
べ
て
金
納
で
あ
っ
た
。

は
旗
本
の
経
演
を
圧
迫
寸
J

る
。
と
く
に
幕
末
期
に
左
る
と
、
旗
本
一
戸
自
の
財
政

的
な
状
態
は
後
述
す
る
随
一
屋
の
な
か
で
明
白
と
J

な
る
c

が
窮
乏
し
、
農
民
が
遊
星
組
織
の
一
部
門
(
入
わ
込
む
よ
う
に
左
る
。
ぞ

ο具
体

L弓

黒
田
陣
屋

旗
本
渡
辺
鍵
次
郎
の
陣
屋
は
富
士
郡
黒
田
村
〔
現
富
士
市
)
に
あ
り
、

村
の
名
主
中
野
与
文
治
の
家
が
そ
の
庫
屋
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。

の
時
、
宝
暦
二
年
(

原
本
渡
辺
の
祖
先
直
茂
は
徳
川
家
重
(
九
代
将
軍
)
に
仕
え
、

そ
の
子
直
長

一
七
五
二
)
に
高
一
五

C
O
E
の
采
地
を
富
士
郡
げ
に
与
え

ら
れ
た
。
そ
の
采
地
は
表
4

の
よ
う
念
五
か
村
で
、

そ
の
す
べ
て
が
棺
給
地
と

念
っ
て
い
る
。
左
か
で
も
大
中
里
村
は
六
給
地
で
、
駿
河
の
旗
本
領
中
最
も
入

と
の

慣
例
だ
よ
っ
て
、

刀 ①時提

~~一一一口一M
〆---‘章治

り
組
み
の
甚
だ
し
い
村
で
あ
る
。

し
か
も

と
の
五
か
村
は
図

2
の
如
〈
ほ
ほ
南
北
に

連
な
り
、

そ
の
且
取
南
端
に
黒
田
陣
屋
が
位

旗本戸田の知行所の分布

置
し
て
い
る
。

と
れ
ら
の
支
配
地
か
ら
旗
本
夜
辺
が
ど

の
よ
う
に
年
貢
を
徴
集
し
て
い
た
か
、
円
て

の
実
情
を
天
明
四
年
(
一
七
八
四
}
の
里
一

田
村
に
つ
い
て
み
よ
う
。

と
の
年
は
天
明

の
大
飢
鐘
の
翌
年
に
当
ι

て
っ
て
不
作
問
問
主

図1.

の
た
め
年
貢
量
は
三
f
J
二
石
で
き
『
品
、
c

ζ

れ
は
と
の
村
の
知
行
高
八
四
二
石
へ
五

九
の
三
五
句
で
あ
る
。
こ
。
一
-
一
戸
)
一
石
は

4 

ぞ
の
三
今
の
一
が
金
納
、
三
分
の
こ
が
現
物
納
と
を
町
、
ぞ

の
金
納
分
の
一

0
0石
三
斗
は
金
額
に
し
て
一
二
七
両
で
あ
る
。
現
物
師
m
h
v

方

濯
概
用
水
路
補
修
費
念
じ
-

法
、
そ
の
中
か
ら
村
役
人
の
給
米
・
障
霊
提
供
料
、

を
差
引
く
と
一
八
八
石
六
五
、
金
額
に
し
て
ニ
二
回
向
と
念
る
。
こ
£
一
ご
り
盆

額
が
本
来
乏
ら
ば
領
主
渡
辺
が
受
取
る
金
額
で
あ
る
が
、
以
前
か
ら
江
戸
の
生

活
に
苦
し
む
旗
本
渡
辺
は
、
ぞ
の
采
地
の
村
々
に
、
年
貢
米
を
抵
当
と
し
て
先

納
金
を
求
め
て
い
た
た
め
、

そ
れ
を
差
引
〈
と
、
却
っ
て
赤
字
と
を
る
。
ぞ
う

在
る
。

い
っ
た
先
納
金
の
追
納
は
、
采
地
の
村
々
の
農
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
と
と
と

十
十
八
明
七
年
(
一
七
八
七
)
中
野
与
十
郎
は
、

そ
の
家
を
陪
昨
日
廷
に
提
供
し
て
い

さ
ら
に
役
料
と
し
て
米
一

σ俵
、

だ
か
ら
、

そ
の
陣
屋
提
供
料
と
し
て
五
雨
、

旗

そ
の
米
一
五
俵
は
、

ま
た
別
に
米
一
五
俵
が
先
代
以
来
与
え
ら
れ
て
同
た
。



表~. 1l¥I.本渡辺の采地の村と石高

村 | 石高 | 栂給地
大中里 235.085 1 6 給地

青木 63.198 I 4給地
上条 137.784 • 
黒田 847859 

羽鮒 215.831 I 3給地
計1.499.757

③川之

e 崎隆
o ，"" 
口町・川

口、弘一
4

a

-

a〕「

本
領
の
政
務
役
を
勤
め
て
同
た
た
め
の
役
職
料
で
あ
る
。

と
れ
よ
り
先
、
享
保
二

O
年
(
一
七
三
五
)
、

中
野
文
兵
衛
は
御
金
御
用
役

と
な
っ
て
勝
手
不
如
意
の
旗
本
渡
辺
に
必
要
な
金
子
を
調
達
し
、

そ
の
代
後
と

し
て
年
貢
米
の
処
分
が
委
任
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
旗
友
渡
辺
の
采
勉
の
村
々
の
実
質
上
の
支
配
権
は
旗
本
の
手
を
髭

れ

一
介
の
百
姓
出
身
者
に
移
行
し
た
の
で
る
る
。

な
な
、
前
記
の
由
野
与
十
郎
は
、

旗
本
渡
辺
の
江
戸
屋
敷
の
取
締
と
し
て
常
府

御
用
人
と
な
勺
た
。
そ
れ
は
一
家
族
ぐ
る
み
の
常
府
だ
か
ら
、
皇
ハ
田
村
の
方
が
空

屋
に
左
る
の
で
、
親
類
の
責
任
に
な
い
て
そ
の
屋
敷
を
護
ら
せ
、
ま
た
中
野
与

十
郎
の
不
在
中
は
旗
本
渡
辺
采
地
の
村
々
の
名
主
達
を
心
添
と
さ
ぜ
た
。

在
る
と
、
旗
本
領
の
村
々
が
農
民
遠
の
手
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
だ
け
で
な
〈
、

旗
本
の
江
戸
屋
一
敷
に
も
、
一
白
性
出
身
者
の
常
府
御
用
人
が
出
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
日

小
塚
陣
屋

戸戸=ごとヱマ1

旗本Ei辺三J迎行所の分布国 Z

小
塚
陣
屋
と
い
う
の
は
、
富
士
郡
平
沼
一
村
に
住
む
豪

農
真
家
遇
。
松
永
安
兵
衛
の
屋
敷
の
通
称
で
あ
っ
て
、

と

と
に
時
点
本
日
向
一
小
伝
太
の
箆
屋
が
置
か
れ
て
凶
た
。

E
向
(
ひ
な
た
)
の
祖
先
政
成
は

も
と
武
出
の
家

エへ正
I
T

」

ヰニ

臣
、
武
百
滅
亡
後
徳
川
家
壌
の
湾
下
に
入
り

B

車
文
の
武
一
居
村
、

一
五
八
三
)
だ
は
、

摩
原
f
f

」
領
地
を
与
え
ら
れ
売
e

そ
の
後
、

忠
長
が
悲
劇
の
運
命

げ
札
終
る
と
、

中
止
E
文
の
家
臣
に
伊
納
入
さ
れ
た
が

そ
の
家
臣
で
あ
っ
た
臼
向
の
領
匁

t
没
収

九
薮
河
の

時

信
1I1 

き
れ
た
α

や
が
て
寛
氷
十
三
年
(
一
六
三
六
)
士
号
可
こ
吃

円字eh rb 

司1!1(:lf

さ
れ
、
再
度
旗
本
と
念
旬
、
武
蔵
・
上
野
だ
一
ニ

O
人
(
)
石
余
の
地
行
地
を
与
え

ち

ら
れ
4
ん
。
政
成
の
子
政
次
の
代
え
は
書
院
番
士
7
観
光
鉄
砲
頑
・
去
三
一
三
そ
ろ

務
を
継
い
だ
正
知
も
政
次
同
僚
の
役
職
今
歴
任
、
そ
し
て
元
禄
十
一
』
午
(

九
八
)
の
地
方
直
し
に
よ
っ
て
銃
一
行
泡
を
駿
一
円
富
士
郡
・
駿
東
銃
三
判
明
三
J
-
一一

こ
う

表 5. 旗本日向の*地n村と石高

村 | 石高| 単絵椙給別
本 1 150.5361 4給泡

松鴎 1 230 2821 3給地

比奈 I203.9351 
十兵衛 1 122.755 i 2給地
広島 85.2281

平同 1577 .3001 単給地

芳、1:I 98.2261 
計 11山i8.26とi単給 2村，相給5村

旗本日向。知行戸肝心今干で~3. 



政
知
の
没
後
、

そ
の
跡
を
継
い
だ
正
方
の
と
き
、
三

O
入

O
石
の
領
地
の
う
ち

一
0
0
0石
を
弟
喜
之
助
に
分
知
し
、
正
方
は
平
垣
村
を
中
心
に
富
士
郡
下
だ

け
に
采
地
を
保
有
し
て
加
た
が
、
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
と
の
郡
の
知
行
地

の
一
部
が
三
河
加
茂
郡
に
移
さ
れ
た
。

そ
こ
で
富
士
郡
下
の
采
地
の
村
々
を
み
る
と
、
表

5
K
示
す
如
く
で
、
相
給

形
態
の
村
が
多
く
、

し
か
も
三
給
地
・
図
絵
地
も
一
混
っ
て
い
る
。
ま
た
采
地
の

村
々
は
、

そ
の
石
高
を
み
れ
ば
判
る
よ
う

K
、
い
ず
れ
も
規
模
が
比
較
的
小
さ

か
っ
た
の
で
、
旗
本
日
向
の
財
政
は
苦
し
か
っ
た
。
文
化
・
文
政
以
降
は
財
政

が
極
度
に
悪
化
し
、
財
政
建
直
し
の
た
め
、

天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
二
千
痘

村
の
松
永
安
兵
衛
の
子
佐
一
郎
を
旗
本
日
向
の
江
戸
屋
敷

K
呼
び
、

そ
の
知
行

所
富
士
郡
七
か
村
の
取
締
役
に
起
用
し
た
。
こ
の
よ
ろ

κ
し
て
旗
本
日
向
の
知

行
地
の
支
配
の
実
権
は
完
全
だ
松
永
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。

そ
と
で
松
永
の
身
上
を
一
瞥
す
る
と
、
平
垣
・
五
味
島
・
事
原
左
ど
富
士
川

扇
状
地
に
立
地
す
る
村
々
に
七

O
町
歩
の
土
地
を
所
有
す
る
大
地
主
で
あ
り
、

ま
た
早
〈
か
ら
米
穀
商
も
営
み
、

そ
の
商
業
上
の
勢
力
は
沼
津
や
清
水
方
面
ま

で
及
ん
で
凶
た
。
ま
た
金
貸
業
も
行
な
っ
て
い
た
e

そ
う
い
っ
た
在
地
宿
業
で

得
た
資
金
で
土
地
の
晶
暗
証
明
を
し
て
凶
だ
の
で
あ
る
。

旗
本
日
向
の
財
政
悪
化
に
偉
い
い
士
っ
て
、
采
地
の
村
々
か
ら
執
入
す
る
先
砧
刷
会

の
調
達
に
も
松
氷
は
当
た
旬
、
先
制
金
謂
達
の
抵
当
物
件
は
村
々
の

B
焔
で
彦

つ
え
か
ら
、
そ
の
金
の
返
済
が
で
き
乏
い
と
、
抵
当
に
入
っ
た
土
地
が
松
永
の

管
理
陀
移
り
、
松
永
は
大
地
主
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
平
短
一
村
・
蓑
原
村
に
と

〈
げ
い
多
〈
の
土
地
を
所
有
し
た
の
は
今
述
べ
た
よ
う
在
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
平
信
一
村
は
旗
本
日
向
、
ま
た
萎
原
村
は
旗
本
久
世
三
四
郎
の
采
地
で
あ

旬
、
松
永
は
寛
延
一
元
年
(
一
七
四
八
)
以
降
旗
本
久
世
の
知
行
地
の
年
貢
米
の

取
扱
凶
を
も
す
る
よ
う

K
在
っ
た
。

と
の
よ
う

κし
て
地
主
化
し
た
松
永
は
、
旗
本
日
向
の
采
地
の
取
締
役
に
左

っ
た
ば
か
り
で
左
〈
、
旗
本
久
住
領
で
も
同
様
在
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。

旗
本
日
向
が
知
行
地
支
配
の
た
め
設
け
た
小
塚
陣
屋
は
、

と
の
よ
ろ
左
大
地

主
経
永
の
実
権

K
よ
っ
て
そ
の
内
部
機
構
が
大
き
〈
変
っ
て
い
っ
た
e

国
3
は

旗
本
自
向
の
知
行
所
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
采
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

小
塚
陣
塵
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

ζ

の
中
央
的
位
置
は
隼
在
る

地
域
的
中
心
と
い
う
だ
付
で
は
左
く
、
大
地
主
怯
永
の
居
住
地
ー
と
関
連
し
て
そ

の
か
か
わ
り
合
い
の
緊
密
性
と
結
び
つ
け
て
み
る
主
主
¥
松
永
の
屋
敷
が
旗
本

日
向
の
陣
屋
と
念
っ
て
凶
る
真
意
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

伺

本
市
場
趨
屋

本
市
場
陣
屋
と
い
う
の
は
、
旗
本
秋
山
虎
之
助
(
{
女
房
守
)
が
そ
の
知
行
地

- q ー

支
配
の
究
め
富
士
郡
本
市
場
町
(
現
富
士
市
)
に
置
い
た
鹿
屋
一
で
去
る
ι

旗
本
秋
山
の
租
先
昌
秀
は
、

か
つ
て
武
包
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
武
田
滅
亡

後
、
徳
川
一
家
庫
県
に
仕
え
、
下
総
冗
千
石
の
知
行
地
を
も
ち
、
備
蓄
院
番
と
4
w
句
.

番
方
。
察
本
と
し
て
活
躍
し
た
。
正
重
の
代
に
は
大
坂
冬
夏
の
随
の
功
畦
帽
に
よ

勺
て
千
石
加
増
、

さ
ム
d
r
h
g
付
と
在
っ
て
二
千
石
加
増
、

窓
ム
ロ
四
千
一
む
の
上
級

旗
本
と
念
旬
、
ま
た
大

g
付
に
ま
で
昇
進
し
た
。
そ
の
采
地
図
4
4
石
江
上
能
・

下
総
・
下
野
な
ど
に
h
k

い
て
与
え
ら
れ
て
凶
た
。

し
か
し
、

元
禄
十
一
年
(

六
九
八
)
の
地
方
直
し

K
よ
っ
て
、

そ
の
采
地
は
す
べ
て
駿
一
例
駿
東
郡
に
移
さ

れ
て
四
七

C
O石
と
在
っ
た
。

と
こ
ろ
が
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
と
の
地
に

沼
津
藩
が
創
設
さ
れ
た
の
で
、
秋
山
の
采
地
の
大
部
分
が
藩
領

rh
編
入
さ
れ
、

そ
の
代
地
が
富
士
郡
と
庵
原
郡
下
氏
与
え
ら
れ
る
と
と
と
を
つ
た
。
そ
の

采
地
の
村
々
は
表
6
、
そ
の
分
布
は
図

4
で
一
不
す
よ
う

K
、
広
範
囲
に
分
散
し



て
同
る
。

と
の
よ
う
左
分
散
形
態
を
も
っ
采
地
の
支
配
は
、
ど
の
よ
う
に
行
左
わ
れ
て

同
た
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
旗
本
は
常
に
江
戸
に
居
住
し
左
く
て
は
な
ら
左
い

義
務
が
あ
っ
た
か
ら
、
直
接
采
地
に
来
て
支
配
す
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
采
地

に
手
代
を
派
遣
し
、

徴
税
事
務
左
ど
に
当
4
t

ら
ぜ
て
い
た
。

そ
の
手
代
の
常
駐

す
る
場
所
が
陣
屋
で
あ
る
。
旗
本
秋
山
の
場
合
、

そ
の
陣
屋
は
、
采
地
分
布
中

で
最
も
多
量
の
領
地
が
あ
っ
た
の
が
富
士
郡
で
あ
り
、
ま
た
と
の
郡
は
駿
東
・

旗本秋山の采地の村と石高

郡 村 現市町 石高 ~地とな-:"1こ年

敏 久米 回 清水町 376 ~ 544 元禄 11年(1698)

同 回 ， 113 176 ， 
事拒 畑 ケ 中 (未詳) 153 510 

， 
元長 窪 長泉町 175 507 

， 

4 村 818 737 

西比 奈 4 富士市 684.574 安永 7年。778)

本 市 場 " 335.951 
， 

宮 宮 島 " 465 702 • 
森 島 " 238653 h 

星 山 富士宮市 268 657 " 
士
杉 国 " 250 974 " 
宮 原 H 146 702 

， 

上 中 塁 n 98 987 " 
大 久保 芝川町! 178 325 " 
9 村 21598.525 |南俊一「 319.587 安水 7年 (177勾

庵濁 沢 i清水市 57 572 n 

広瀬 P 42.829 " 
rt 焔' 126.236 ， 
原西 方 H 528 186 • 
西久保 ' 334.315 ， 

265 893 " 
長崎' 772 552 • 
8 村| I 2.447 .liO 
2 村 l 5.864 432 

表 6~

ノ

1 
1ιι¥ 
¥ 、

ロ

. 
市E-奪

旗本秋山の知行同行。分布
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図 4.



庵
泰
荷
認
の
采
地
の
ほ
ぼ
中
間
だ
位
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
富
士
都
本
市
場

に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
e

そ
し
て
そ
の
采
地
が
三
郡
だ
跨
が
っ
て
散
在
し
て

そ
の
采
地
の
支
配
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
考
慮

山
川
売
か
ら
、

し
て
、
駿
東
郡
下
の
四
か
村
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
此
処
に
穫
量
の
手
代

を
補
佐
す
る
触
元
(
ま
た
は
割
元
と
も
い
う
)
名
主
を
置
い
て
徴
税
事
務
に
当

た
ら
せ
、
ま
た
富
士
郡
下
の
九
か
村
と
庵
原
郡
南
松
野
も
一
グ
ル
ー
プ
に
し
、

さ
ら
に
庵
原
郡
七
か
村
も
一
グ
ル
ー
プ
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
触
元
名
主
を
置
い
た
。

つ
ま
わ
鹿
屋
の
下
に
触
元
名
主
を
中
心
と
し
た
い
く
つ
か
の
村
が
集
ま
っ
て
一

つ
の
単
位
に
在
っ
て
組
織
さ
れ
、

そ
う
し
た
仕
組
の
中
で
旗
本
領
の
支
配
が
行

左
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
念
寝
屋
の
機
樺
が
幕
末
期

rJな
る
と
変
貌
し
た
。
そ
の
主
左
原
因

は
旗
本
財
政
の
窮
乏
化
に
あ
っ
た
c

そ
の
状
況
を
旗
本
秋
山
の
場
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
領
内
か
ら
徴
集
さ
れ
る
年
貢
米
の
大
部
分
が
所
払
h

と
念
勺
て
凶
て
、

(5} 

若
林
淳
之
氏
に
よ
る
と
、
駿
東
郡
四
か
村
の
年
貢
米
は
沼
津
宿
の
鈴
木
与
兵

衛
児
、
富
士
郡
の
も
の
は
大
宮
町
(
現
富
士
宮
市
)
の
高
瀬
源
太
郎
に
、
庵
原

郡
七
か
村
の
も
の
は
山
梨
右
に
売
却
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
地
方
海

人
の
A

J

J
り
、

沼
津
宿
の
鈴
木
与
兵
衛
は
、
旗
本
秋
山
に
対
し
て
金
主
を
勤
め
て

吋一、
o

s
h
w
a
?
'
 

と
の
金
主
と
い
，
つ
の
は
、
旗
本
財
政
の
運
用
上
必
要
左
金
子
を
調
達
し
、

そ
の
代
償
と
し
て
年
貢
米
を
受
取
る
と
い
う
も
の
で
、
他
の
商
人
も
同
棟
一
念
動

め
を

L
て
い
た
と
思

r
れ
る
c

こ
の
よ
う
に
天
保
前
後
に
宏
い
て
地
方
超
人
が

旗
玄
の
財
政
運
用
た
関
係
し
て
き
た
。

さ
ら
に
小
林
角
右
車
両
門
ポ
本
市
場
箆
墨
に
現
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
左
け
れ

ば
ま
ん
な
い
。

と
の
へ
の
父
嘉
七
午
、
旗
本
秋
山
の
采
地
庵
原
郡
西
方
村
に
佳

令
官
ロ
佐
で
、
組
頭
や
名
主
J
T」
伊
士
川
、
庵
原
郡
七
か
村
の
骸
一

π名
主
F
U
J
U

添
と
左

り
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
だ
は
敏
一
疋
名
主
と
念
っ
た
。

そ
の
頃
、
旗
本
秋

山
の
財
政
状
態
は
極
度
に
窮
迫
し
、

一
万
三
千
両
わ
借
財
を
か
か
え
て
い
だ
の

で
、
秋
山
は
嘉
七
だ
命
じ
て
、

そ
の
財
政
整
理
の
た
め
出
府
さ
せ
よ
う
と
し
弁
-

が
、
老
令
病
身
で
あ
っ
た
の
で
‘

そ
の
子
角
右
衛
門
を
代
わ
り

K
出
府
さ
せ
た
。

そ
し
て
財
政
整
理
を
遂
行
し
、
ま
た
采
地
二
一
か
村
の
田
畑
の
見
介
や
誘
顧
の

審
査
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
念
h
g

采
地
全
村
の
年
貢
米
の
処
介
も
委
ね
ら
れ
た
e

こ
の
よ
う

K
し
て
采
地
管
理
の
す
べ
て
の
権
限
が
小
林
だ
移
行
し
た
。

と
の
と

と
は
、
旗
本
領
の
支
配
権
が
実
質
的
に
は
百
姓
出
身
者
の
手
に
移
っ
た
と
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
旗
本
秋
山
領
の
経
済
面
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
次

rh
軍
事
一
回
を

考
察
し
よ
う
。

旗
本
は
本
来
幕
府
直
属
の
家
臣
で
あ
る
か
ら

当
然
軍
事
面
の
任
務
を
負
う

も
の
で
あ
る
。
幕
府
の
編
成
す
る
軍
制
氏
関
連
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
行
苓
げ
-
{
仏

11 

じ
て
軍
役
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
。

し
か
し
、
三
百
年
間
も
泰
平
の
世
が
つ

つ
〈
と
、
実
際
だ
は
旗
本
達
が
軍
役
義
務
を
果
た
さ
念
〈
て
も
よ
い
よ
ち
乏
状

態
で
あ
っ
た
。
だ
が
幕
末
だ
至
句
、
激
動
寸
る
時
代
だ
左
る
と
、

旗
本
の
軍
役

提
供
の
義
務
も
考
慮
し
左
く
て
は
J

な
ら
な
ぐ
左
っ
た
。
と
〈
に
幕
府
ゐ
臣
民
州
征

と
れ
に
正
じ
て

46) 

文
久
三
年
(
一
八
六
三
て
旗
本
秋
山
は
次
む
よ
ろ
乏
内
容
の
報
舎
を
也
し

伐
に
際
し
て
‘
旗
本
陀
対
し
て
軍
役
の
提
供
を
求
め
て
き
た
。

弁

高
四
千
七
百
石

秋
山
虎
之
助

郷
軍
役
九
十
四
人
之
半
減

四
十
七
人
之
内庄
司
二
疋

鉄
砲
十
挺

兵
鼠
十
四
人
除
之
残
人
数
三
十
三
人

騎
士
一
人

鉄
砲
持
侍
四
人

鉄
砲
足
軽
四
人

鉄
砲
持
徒
士
二
人



馬
印
三
人

草
履
取
一
人

床
机
持
一
人

口
取
二
人

婚
持
一
人

踏
箱
持
一
人

押
足
軽
二
人

玉
箱
持
二
人

騎
客
一
人

甲
胃
二
人

若
党
三
人

武
具
持
ニ
樟
四
人

小
荷
駄
十
人

ロ
持
一
人

正
人
数
回
十
四
人

内
過
十
一
人

馬
二
疋

右
之
通
御
軍
役
の
節
召
達
御
心
得
御
座
候

以
上

し
か
し
、
こ
の
報
告
は
、

旗
本
秋
山
の
江
戸
詰
の
者
の
作
成
で
あ
り
、
幕
府

に
対
し
て
忠
誠
を
誓
う
意
向
が
あ
っ
て
負
担
能
力
に
誇
張
が
あ
り
、
実
際
げ
円

は
報
告
通
り
の
軍
役
を
編
成
す
る
自
信
が
左
か
っ
た
の
で
、
本
市
場
陣
屋
の

小
林
角
宕
衛
門
に
対
し
て
報
告
の
裏
付
付
を
求
め
た
。
そ
の
際
、
実
際
の
調

達
兵
員
は
、
兵
賦
の
ほ
か
、
地
土
(
ぢ
さ
む
ら
い
)
一

O
人
、
夫
役
一
五
人

と
在
っ
て
い
る
。
兵
抵
は
自
領
の
農
民
で
な
く
、
他
村
の
交
通
労
働
者
を
採

用
す
る
場
合
が
多
い
。
地
士
K
は
自
領
の
上
層
農
民
が
当
て
ら
れ
、
こ
れ
は

鉄
砲
組
の
要
員
で
あ
る
e

失
役
は
草
廃
刊
取
・
床
机
持
左
ど
の
雑
役
で
あ
る
か

ら
、
下
層
農
民
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
旗
本
秋
山
の
軍
役
の
主

カ
は
、
砲
術
も
剣
術
も
知
ら
な
い
農
民
達
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
れ
ら
の
手
ほ

ど
き
を
速
成
に
行
な
っ
て
軍
役
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。

幕
藩
体
制
社
会
で
は
、
兵
農
は
分
離
し
、
武
士
と
百
牲
と
で
は
駿
A
U

が
は

っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
が
、
幕
末
期
、
旗
本
が
編
成
し
た
軍
役
の
構
成
は
、

そ
の
中
心
勢
力
だ
至
る
ま
で
農
民
層
に
依
存
し
な
く
て
は
左
ら
J

な
か
っ
た
。

四

お

わ

り

に

静
岡
県
下
の
旗
本
僚
に
つ
い
て
は
、
故
山
澄
元
氏
(
エ
の
遠
江
引
佐
の
旗
本

近
藤
領
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
設
で
は
そ
の
東
際
駿
河
の
旗
本
領
の

i
様
相
を
み
る
こ
と
と
し
た
。

全
国
的
に
み
て
も
、
東
海
地
方
は
江
戸
周
辺
・
大
坂
周
辺
と
共
に
旗
本
領
の

多
h
所。

そ
の
東
海
地
方
の
中
で
も
駿
河
は
と
〈
に
旗
本
領
が
卓
越
す
る
。
厳

間
の
中
で
は
、
富
士
山
西
南
麓
か
ら
富
士
川
流
域
に
か
け
て
の
地
域
に
最
も
多

ぐ
の
旗
本
領
が
集
積
し
、
大
井
川
の
一
場
一
状
地
付
近
と
庵
原
地
区
が
ζ

れ
に
次
ぐ
。

そ
こ
で
富
士
郡
を
中
心
陀
駿
苅
の
旗
本
領
の
地
域
的
特
性
と
機
能
の
変
貌
を
究

明
し
て
次
に
列
挙
す
る
よ
う
念
結
果
を
得
た
。

a 

駿
湾
と
は
相
給
形
態
。
村
が
多
〈
、

中
に
は
一
村
が
六
人
の
旗
本
に
よ

っ
て
分
割
支
配
さ
れ
た
六
給
地
も
あ
る
。

し
か
し
数
の
多
い
の
は
二
給
地
で
あ

る

一
一
村
内
之
領
主
が
互
い
に
入
ち
組
ん
そ
相
給
の
村
は
モ
ザ
イ
ク
樟
構
造
を
呈

す
る
。
b 

相
絵
の
村
の
成
因
は
種
々
あ
る
が
、
旗
本
領
志
太
郡
三
輪
村
の
中

K
所
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謂
「
五
十
石
様
-
の
耕
地
が
散
在
し
、

そ
れ
が
天
領
と
左
っ
て
い
る
。

と
の
よ

う
に
一
村
の
中
花
新
田
が
開
発
さ
れ
る
と
、
そ
の
耕
地
だ
げ
が
天
領
と
を
打
相

給
の
村
を
形
成
す
る
。

c 

旗
本
領
と
天
領
と
が
入
句
組
ん
で
相
給
の
村
を
形
成
す
る
場
合
、
農
民

生
活
の
上
に
直
接
の
影
響
が
あ
り
、
年
貢
米
徴
集
率
が
天
領
よ
り
も
旗
本
領
が

高
く
、
旗
本
采
地

κ属
す
る
農
民
連
は
困
惑
す
る
。

d 

単
絵
・
相
給
を
問
わ
ず
、
領
主
支
配
を
異
に
す
る
村
々
の
間
で
ほ
紛
争

が
起
ζ

わ
易
い
。
潤
梓
川
の
川
除
普
請
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、

天
領
か
ら
旗
本
領

へ
の
支
配
者
交
替
の
中
で
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
由
子
滞
の
浜
方
村
々
で
は
潮

除
垣
の
造
築
に
つ
い
て
、
村
の
石
高
割
に
す
る
か
、

一
村
限
り
に
す
る
か
で
紛

争
が
生
じ
た
。

旗
本
の
采
地
支
配
は
陣
屋
を
中
む
と
し
て
行
を
わ
れ
る
。
そ
の
位
置
に

は
、
采
地
の
中
央
的
位
置
に
あ
る
も
の
!
小
塚
簿
屋
・
本
市
場
陣
屋
、
漏
-U
釣

e 



位
置
に
あ
る
も
の
!
長
沢
陣
屋
・
黒
田
陣
屋
、
と
が
あ
る
。
旗
本
戸
田
の
陣
屋

は
中
堅
村
の
中
の
長
沢
新
田
に
置
か
れ
、
新
旧
開
発
の
意
欲
に
燃
え
て
加
る
様

子
が
晴
現
わ
れ
る
。

f 

陣
屋
は
、
旗
本
秋
山
に
み
る
よ
う
に
独
立
し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
と
、

民
家
を
借
り
て
置
か
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
旗
本
渡
辺
の
黒
田
障
壁
は
、
釆
地

の
農
家
に
置
か
れ
、
屋
敷
提
供
料
を
支
払
っ
て
い
る
。
旗
本
白
向
の
小
塚
陣
屋

も
平
貫
一
村
の
豪
農
の
屋
敷
に
置
か
れ
た
。

g 

旗
本
の
采
地
が
数
郡
え
跨
が
っ
て
分
散
す
る
場
合
、

グ
ル
ー
プ
単
位
に

触
一
元
名
主
を
置
き
、
陣
屋
の
手
-
代
の
補
佐
を
す
る
。

そ
の
通
例
と
し
て
旗
本
秋

山
の
場
合
を
み
る
と
、
殴
東
・
富
士
・
庵
原
の
三
グ
ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
触
元

名
主
が
置
か
れ
た
。

h 

旗
本
の
財
政
が
窮
乏
化
す
る
と
、
采
地
。
養
廷
か
ら
先
納
金
を
求
め
た

旬
、
大
地
主
左
ど
か
ら
借
金
し
た
り
、

ま
え
黒
田
様
屋
r
h

合
け
る
中
村
与
十
郎
、

小
塚
趨
屋
に
hv
け
る
松
永
安
兵
衛
、
本
市
場
陣
屋
だ
合
け
る
小
林
角
右
衛
門
に

み
る
如
〈
、
遂
げ
円
は
百
姓
出
身
者
が
常
白
川
御
用
人
と
し
て
出
現
し
た
。

エ

激
動
す
る
幕
末
期
に
左
る
と
、
軍
役
提
供

rh
旗
本
鎮
の
農
民
連
が
狩
り

た
て
ら
れ
た
。
旗
本
秋
山
領
で
は
、
軍
役
と
し
て
地
士
・
夫
役

K
采
地
の
農
民

が
動
員
さ
れ
た
。
旗
本
が
編
成
し
た
軍
役
が
農
民
層
に
依
存
す
る
と
と
は
、
幕

落
体
制
社
会
に
会
け
る
兵
由
度
分
離
の
崩
壊
を
意
味
す
る
。

j主よ

静
岡
県
富
士
郡
誌

大
正
三
年

z 
明
治
初
年

東
比
奈
村
外
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か
村
絵
図

吉
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市
史

中
巻

昭
和
四

十
三
年

互主

富
士
郡
松
本
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領
主
支
配
絵
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部
町
史

主

若
林
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之

駿
州
志
太
郡
三
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絵
図

τ 
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ヱ
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文
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震
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The FeudaユEstatesof Hatamoto-s (旗本 inSuruga (畿河 i
Province 
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一The Hatamoto-S or iITmediateγassa工sof Shogun numbered 
about five thousands， of which three fifth possessed feuda工
七回ure，and their es~ates were distributed ma勾ユyaround Edo 
and Osaka. 工nTokai (東海)dis七rictalso， such estates were 
nlli~erous especiaエエyat Suruga province. 
工nSuruga province， there wεre many cases where a vi工ユage

W己scon七ro工ユedもYtwo or more hatamoto-s. Of such vi工lages，
七hosecontroユledby七woユordswere most numerous. In an ex七re::ne
case， a vi工工agewas shared by six hatamoto-5. 
エロ some γiユエages，七he工andsnewユybrought under cuユ七三vation

were aユユot七ed七oanothεr lord， thus these viユユage5came to be 
controユ工eaby two or more ユc了as. Since the 工and七axwas ユower
at the land5 dirさC七三yconτroユユedby Shogunate， some confusions 
arosε in γ1工工agessnared by 2hogunate and hatamoto-5. 工nareas 
竺ontroユユedby many lord5. COIlli'":lUna工 worl': 5ユchas dredging and 
三~ba~~ing river ~ade 工 ittユe progress. and Tユequentユydispu七es
arose between vilユages.
エロ o:rder 七ocontrol the estates， ha七amot.o-5established 

speciaユo=ficescaJユed.iinγ往(謹呈 ).IDtheestates scat七ered
ー品目，ー........ ーー 合

ζ;γer several counties， special agents to help the clark of斗丘三
were appoin七edat every groupe of estates. 
1tlhen七heha七amoto-sgo七 intothe financial troubユe，some 

perscns originalユy from weaユ七hypeasan七sheld the :power 七o
control七heiresta七es.A七七heユas七 daysof ~okugawa regime， the 
distinction between warriors or samurai-s and コeasants
disappeared. and ar:my corps organized by hatamoto申 swere mainユy
composed of peasants in their estates. 
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